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2022 ダカール ユース五輪へ 
 

空手の継続的なオリンピック種目入りには、

２０２２年ユースオリンピックが重要な分岐

点になるとＷＫＦでは考えています。 

■オリンピック継続採用へ 

 ・２０１８ ブエノスアイレス ユースオリンピック 

 ・２０２０ 東京オリンピック 

  ２０２２ ダカール ユースオリンピック  

 ・２０２４ パリオリンピック 

 昨年１０月に開催された２０１８ユースオリンピッ

ク（ブエノスアイレス）、東京２０２０オリンピックを

経て、空手の継続的なオリンピック種目採用を叶

えるうえで、２０２２年のユースオリンピック（セネ

ガル・ダカール）に入れるかどうかが岐路になる

と、ＷＫＦでは考えています。 

 これをふまえ、１月下旬にダカールを訪問しま

した。２０２２年ユースオリンピック組織委員会は

まだ発足していないことから、セネガルオリンピッ

ク委員会、そして政府のスポーツ関係者との面

談を行ないました。 

 

■ユース世代の空手人気 

 セネガル空手連盟と共に表敬したのは、セネガ

ルオリンピック委員会セイディナ事務総長、在セ

ネガル日本大使館の江草恵子臨時代理大使、

マタル・バ スポーツ大臣です。 

 それぞれのミーティングでは、空手がユース世

代に広く普及しており、かつ高い教育的価値を持

っている点を説明し、賛同をいただきました。 

 当該スポーツの開催国における人気という観

点からは、セネガルの競技力向上も重要です。

ＷＫＦ、ＪＫＦはかねてからタタミの提供や指導者

派遣を行なっておりますが、江草臨時代理大使

との会談では、大使館を通じた各種政府援助を

依頼しました。 

 このたび訪問したスポーツ関係者と今後も連絡

を密にし、本格的な交渉に臨みたいと思います。 

 

世界空手連盟 事務総長 

 

 

 

上：在セネガル日本大使館の江草臨時代理大使との面談。 
下：セネガルスポーツ大臣（中央）、セネガルオリンピック
委員会事務総長（右から２人目）とセネガル空手連盟役員。 


